
当社開発「河川用ポンプ・ゲート設備の維持管理システム」の紹介

　都道府県では、河川用ポンプ・ゲート設備について国土交通省の指示により長寿命化計画を作成しており、その見直

しを適宜行っていますが、見直しに手間がかかり管理者の負担となっています。

　当社では、点検・整備後の長寿命化計画の時点修正の作業負担を軽減するシステムを開発しました。

ケース：長寿命化計画
　▼基準年度
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H28 H29 H30 H31

22 23 24 25

1 2 3

1 屋内スタンド 東芝 致命 1.5 5.9 - 34 1994 1994 1994 22 22 22 - 12

1 屋内スタンド 東芝 致命 1.5 5.9 - 34 1994 1994 1994 22 22 22 - 12

5 屋内自立 東芝 致命 10.0 42.2 28 34 1994 1994 1994 22 22 22 6 12

3 屋内自立 東芝 致命 2.5 14.5 21 34 1994 1997 1994 22 19 22 2 12 2.5

1 屋内スタンド 東芝 致命 1.5 5.9 - 34 1994 1994 1994 22 22 22 - 12

1 屋内スタンド・壁掛け 東芝 致命 1.5 5.9 - 34 1994 1994 1994 22 22 22 - 12

2 屋内スタンド 東芝 致命 1.5 5.9 - 34 1994 1994 1994 22 22 22 - 12

1 屋内壁掛け 東芝 致命 1.5 5.9 - 34 1994 1994 1994 22 22 22 - 12

1 屋内自立 東芝 致命 3.0 13.2 21 34 1994 1994 1994 22 22 22 -1 12 3.0

1 屋内自立 東芝 致命 3.0 13.2 21 34 1994 1994 1994 22 22 22 -1 12 3.0

1 屋内自立 東芝 PLC取替え 致命 3.0 13.2 10 34 1994 1994 1994 22 22 22 -12 12 3.0

1 屋外スタンド 東芝 致命 0.6 4.6 - 34 1994 1994 1994 22 22 22 - 12

1 屋内自立 東芝 PLC取替え 致命 2.5 13.2 10 34 1994 2008 1994 22 8 22 2 12 2.5

1
2023年Webサーバ

機能を追加更新を計

画
非致命 5.0 35.6 10 15 1994 2008 2008 22 8 8 2 7 5.0

1 屋内自立 東芝 非致命 2.5 13.2 21 34 1994 1994 1994 22 22 22 -1 12 2.5

1
横軸斜流φ2000
10.0m3/s×3.8m×
107min-1

三菱

重工業 致命 35.0 145.2 21 72 1994 1994 1994 22 22 22 -1 50 35.0

1
横軸斜流φ2000
10.0m3/s×3.8m×
107min-1

三菱

重工業 致命 35.0 145.2 21 72 1994 1999 1994 22 17 22 4 50 35.0

1 バタフライ弁　φ2000
栗本

鐵工所 致命 5.0 31.7 21 72 1994 1994 1994 22 22 22 -1 50 5.0

1 バタフライ弁　φ2000
栗本

鐵工所
致命 5.0 31.7 21 72 1994 1994 1994 22 22 22 -1 50 5.0

1
フラップ弁　□2000×
2900

三菱

重工業 非致命 7.0 33.0 21 72 1994 1994 1994 22 22 22 -1 50 7.0

1
フラップ弁　□2000×
2900

三菱

重工業 非致命 7.0 33.0 21 72 1994 1994 1994 22 22 22 -1 50 7.0

主ポンプ駆動設備

1

4ｻｲｸﾙﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関(水

冷)
515kw×1200min-1×
圧縮空気

ヤンマー 致命 25.0 72.6 15 33 1994 2014 1994 22 2 22 13 11

1

4ｻｲｸﾙﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関(水

冷)
515kw×1200min-1×
圧縮空気

ヤンマー 致命 25.0 72.6 15 33 1994 2014 1994 22 2 22 13 11

1
横軸遊星　515kw×1：

11.1
大阪

製鎖造機
致命 17.0 33.0 23 72 1994 2003 1994 22 13 22 10 50

1
横軸遊星　515kw×1：
11.1

大阪

製鎖造機 致命 17.0 33.0 23 72 1994 2003 1994 22 13 22 10 50

更新費
(百万
円)

標準
整備
年数
(年)

初期設
置後
経過
(年)

最終
整備後
経過
年数

設備及び機器
設置

数
仕様・用途 特記事項

整備

概要

致命/非致

命区分

整備費
(百万
円)

最終更
新後

経過年
(年)

標準整
備年迄
の年数

標準
耐用年
迄の年

数

監視操作制御設備

No.3主ポンプ機側操作盤

標準
耐用
年

(年)

設置年
(年)

最終
整備
年

最終
更新
年

No.4主ポンプ機側操作盤

ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀ盤
補助継電器盤
真空ポンプ盤
燃料移送ポンプ盤
空気圧縮機盤
屋内排水ポンプ盤
動力制御盤
計装盤
変換器盤
除塵機盤
入力盤

管理装置(運転支援装置)

テレメータ装置
主ポンプ設備

No.3主ポンプ

No.4主ポンプ

No.3吐出弁

No.4吐出弁

No.3逆流防止弁

No.4逆流防止弁

No.3ディーゼル機関

No.4ディーゼル機関

No.3減速機

No.4減速機

: 定期整備 : 更新 ケース：長寿命化計画
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: 定期整備 : 更新

⻑寿命化計画の運⽤における課題

⻑寿命化計画
（年度毎の予算）

補助を受け、分解整備

定期点検の実施

結果を反映

複数施設の時点修正に
⼿間がかかる

（なかなかできない）

Ｘ
異常に緩んでないこと。

－
異常な運転状況でないこと。運転状況

－ （Ｅ） （Ｅ） －

ベルトの張り具合
－ － Ａ － －

潤
滑
油

系
統

致

軸受用グリースポン
プ

手動給油
－ Ｅ

手動で廻して給油されること。

定期整備時には交換。

導油管と水中軸受内のグリース
の固化を防止する。

油脂量
Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － －

Ｅ

規定値以上であること。

（Ｅ） Ｅ － Ｅ
異常な漏れがないこと。

－ Ｅ － －

（Ｈ） Ｈ － Ｈ

致

無給水軸封装置 温度
－ Ｈ

漏水
－ Ｅ

劣化
－ － － － － Ｘ

異常に上昇しないこと。

Ｅ
異常な漏れがないこと。

－

－ Ｈ
異常に上昇しないこと。

－ Ｈ （Ｈ） Ｈ

－ Ｅ （Ｅ） Ｅ致

グランドパッキン 温度

－

封水量

当初の設計値の隙間の2～3倍
を交換の目安とする。

劣化していないこと。

－ － － Ｍ

－ Ｈ

劣化
－ － － － Ｘ

定期整備時には交換。

致
水中軸受
（メタル軸受）

摩耗
－ －

Ｍ
有害な傷・割れがないこと。

劣化
－ － － －

致

水中軸受
（セラミックス軸受）

－ Ｍ

傷、割れ
－ － － － －

当初の設計値の隙間の2～3倍
を交換の目安とする。

摩耗
－ － － －

－

－ Ｍ

Ｘ
油面が正常であること。
油が変色していないこと。

Ｅ
油漏れがないこと。

摩耗
－ － － －

分解により回転側との隙間を測
定する。

油脂量（質）
Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ －

振動（振幅）
－ Ｈ （Ｍ） － －

異常な温度上昇がないこと。

◯Ｍ
異常な振動がないこと。

計測可能な場合

－

－

回転速度
－ Ｍ （Ｍ） Ｍ

致

外側軸受 温度
－ Ｈ （Ｍ） Ｈ

Ｍ

－ Ｍ

Ｅ
油漏れ

Ｅ Ｅ Ｅ

－ Ｍ
異常な振動が発生していないこ
と。

軸振動
－ － （Ｍ）

－

規定値の範囲内であること。

－ Ｍ
ゴムリングが風化あるいは大きく
摩耗していないこと。

カップリングゴムの摩耗
－ － Ｅ

摩耗
－ － Ｅ － － Ｍ

摩耗していないこと。

Ｈ
カップリングボルト・ナットが緩ん

でないこと。

芯ずれ・面ぶれが許容値以内で
あること。

締り具合
－ － Ｈ － －

－ － － Ｍ

主

軸
及
び
軸

受

致

主軸及び軸継手全
般

芯出し
－ －

－ Ｈ

錆
－ － Ｅ － － Ｃ

異常な錆が発生していないこと。

本
体

致

ケーシング

点検窓がある場合

点検窓がある場合

基礎ボルト・ナット 締り具合
－ － － Ｈ

基礎ボルト・ナットに緩みがない
こと。

欠損
－ － － Ｅ

異常な欠損がないこと。

致

インペラ 腐食
－

点検窓がある場合

摩耗
－ － － － － Ｅ

水平度
－ － － Ｍ

運転に支障のないこと。

－ －

水抜き弁

Ａ － Ａ － － －

ケーシングを主体とする本体

振動（振幅）
－ Ｈ （Ｍ） － － Ｍ

異常な振動が発生していないこ

と。

特に寒冷地においては非出水

期に入った時点でケーシング内
部の水抜きが完全になされたか
確認する。

－ －

－ －

－ － Ｅ
異常な腐食がないこと。

異常な摩耗がないこと。

異常、損傷
Ｅ Ｅ

塗装
－ － Ｅ － － Ｘ

異常音
－ Ｓ （Ｓ） Ｓ －

塗装の剥離や劣化のないこと。

全
般

主ポンプ全般 異常及び損傷がないこと。

判定方法
※3

点検結果

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

Ｓ
異常音がないこと。

摘　　要

装
置
・
機

器

の
特
性

定期点検 運

転

時

点

検

臨

時

点

検

定

期

整

備

傾

向

管

理

月点検

装

置

区

分

※1

点検部位 機器コード 点検項目

点　検　方　法　※2

年

点

検

目視

点検

管理

運転
点検

※4

番号（号機）

×
現在、機器・部品の機能に支障が生じており、緊急に対応（修繕・取替・更新）が必要
である。

施設名 機器名 機種形式

Ｄ 動作確認 Ｓ 聴診 － 点検対象外

目視

Ａ 調整 Ｍ 測定 Ｔ 増締 Ｈ 指触

△
現在、機器・部品の機能に支障は生じていないが、早急に対策を講じないと数年のう
ちに支障が生じる恐れがある。Ｘ 交換 Ｃ 清掃 Ｗ 分解 Ｅ

致 致命的な影響のある機器・部品
◯

正常であり現在支障は生じていない。もしくは、通常の保全において十分な信頼性が
確保できている。 ◯

測定値をグラフ化し管理
基準値と比較確認する
項目※2　点検・整備方法（（　）書きは運転時実施）

※1　装置・機器の特性 ※3　点検結果の判定基準 ※4　傾　向　管　理

点検区分 年点検 点検実施日
2　主ポンプ設備
2－2　横軸ポンプ

設備区分 レベルⅠ 稼働形態 待機系設備

施工業者名 作業責任者

ケース：長寿命化計画
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1 屋内スタンド 東芝 致命 1.5 5.9 - 34 1994 1994 1994 22 22 22 - 12
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1 屋外スタンド 東芝 致命 0.6 4.6 - 34 1994 1994 1994 22 22 22 - 12
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11.1
大阪

製鎖造機
致命 17.0 33.0 23 72 1994 2003 1994 22 13 22 10 50

1
横軸遊星　515kw×1：
11.1

大阪

製鎖造機 致命 17.0 33.0 23 72 1994 2003 1994 22 13 22 10 50

更新費
(百万
円)

標準
整備
年数
(年)

初期設
置後
経過
(年)

最終
整備後
経過
年数

設備及び機器
設置

数
仕様・用途 特記事項

整備

概要

致命/非致

命区分

整備費
(百万
円)

最終更
新後

経過年
(年)

標準整
備年迄
の年数

標準
耐用年
迄の年

数

監視操作制御設備

No.3主ポンプ機側操作盤

標準
耐用
年

(年)

設置年
(年)

最終
整備
年

最終
更新
年

No.4主ポンプ機側操作盤

ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀ盤
補助継電器盤
真空ポンプ盤
燃料移送ポンプ盤
空気圧縮機盤
屋内排水ポンプ盤
動力制御盤
計装盤
変換器盤
除塵機盤
入力盤

管理装置(運転支援装置)

テレメータ装置
主ポンプ設備

No.3主ポンプ

No.4主ポンプ

No.3吐出弁

No.4吐出弁

No.3逆流防止弁

No.4逆流防止弁

No.3ディーゼル機関

No.4ディーゼル機関

No.3減速機

No.4減速機

: 定期整備 : 更新

システムで維持管理
（⻑寿命化）計画を修正
【管理者の負担を軽減】

システムの利⽤で課題を解決

システム

分解整備の結果を登録

点検結果を登録

システムで
⾃動処理

■アウトプット
・優先順位評価

・⻑寿命化計画更新

■維持管理ツール
・傾向管理
・劣化予測



長寿命化計画を県庁と各事務所で情報共有し県全体の予算計画の見直し作業の合理化

■システム構成
事務所

作業端末
・点検結果登録
・⻑寿命化計画の更新

事務所

県
広
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

WEBサーバ
ソフトウェア 維持管理評価

データベース

【各種データ蓄積】
・台帳
・点検結果
・⻑寿命化計画

【システム機能】
・台帳管理
・点検管理
・優先度評価
・⻑寿命化計画管理
・維持管理ツール

管理端末

県庁河川課

事務所

事務所

サーバ

点検チェックシートのダウンロード

点検結果の⼊⼒

システムへ登録

優先度評価を実施（システム処理）

⻑寿命化計画の更新（システム処理）

機能 概要

台帳管理
・設備台帳、維持管理記録をデータベースに蓄積
・表計算ソフト形式で出⼒可能

点検管理
・点検チェックシートを表計算ソフトで出⼒
・点検結果を⼊⼒し、システムに登録

優先度評価 ・点検結果に応じた整備・更新の優先順位を評価

⻑寿命化計画管理
・データベースの蓄積データや点検結果などを基に、
 ⻑寿命化計画（平準化）を作成
・任意の条件でシミュレーションが可能

維持管理ツール
・点検結果を基にした傾向管理
・点検結果の経年変化を⼀覧表⽰
・経年変化をグラフ化し、将来的な劣化を予測

■システム機能 ■維持管理計画更新フロー

　本システムでは、県庁と各事務所間の県広域イントラネットワークを利用し、県庁に配置するサーバに対して、県庁及
び事務所職員が本システムにアクセスできるシステム構成としています。本システムのデータベースでは台帳、点検結

果、長寿命化計画といった各種データを蓄積し、職員は自席にいながら県全体の予算計画の見直し作業が行えます。



◆点検管理

点検管理画⾯

Ｘ
異常に緩んでないこと。

－
異常な運転状況でないこと。運転状況

－ （Ｅ） （Ｅ） －

ベルトの張り具合
－ － Ａ － －

潤
滑

油
系
統

致

軸受用グリースポン

プ

手動給油
－ Ｅ

手動で廻して給油されること。

定期整備時には交換。

導油管と水中軸受内のグリース

の固化を防止する。

油脂量
Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － －

Ｅ

規定値以上であること。

（Ｅ） Ｅ － Ｅ
異常な漏れがないこと。

－ Ｅ － －

（Ｈ） Ｈ － Ｈ

致

無給水軸封装置 温度
－ Ｈ

漏水
－ Ｅ

劣化
－ － － － － Ｘ

異常に上昇しないこと。

Ｅ
異常な漏れがないこと。

－

－ Ｈ
異常に上昇しないこと。

－ Ｈ （Ｈ） Ｈ

－ Ｅ （Ｅ） Ｅ致

グランドパッキン 温度

－

封水量

当初の設計値の隙間の2～3倍
を交換の目安とする。

劣化していないこと。

－ － － Ｍ

－ Ｈ

劣化
－ － － － Ｘ

定期整備時には交換。

致
水中軸受
（メタル軸受）

摩耗
－ －

Ｍ
有害な傷・割れがないこと。

劣化
－ － － －

致

水中軸受
（セラミックス軸受）

－ Ｍ

傷、割れ
－ － － － －

当初の設計値の隙間の2～3倍
を交換の目安とする。

摩耗
－ － － －

－

－ Ｍ

Ｘ
油面が正常であること。
油が変色していないこと。

Ｅ
油漏れがないこと。

摩耗
－ － － －

分解により回転側との隙間を測
定する。

油脂量（質）
Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ －

振動（振幅）
－ Ｈ （Ｍ） － －

異常な温度上昇がないこと。

◯Ｍ
異常な振動がないこと。

計測可能な場合

－

－

回転速度
－ Ｍ （Ｍ） Ｍ

致

外側軸受 温度
－ Ｈ （Ｍ） Ｈ

Ｍ

－ Ｍ

Ｅ
油漏れ

Ｅ Ｅ Ｅ

－ Ｍ
異常な振動が発生していないこ

と。

軸振動
－ － （Ｍ）

－

規定値の範囲内であること。

－ Ｍ
ゴムリングが風化あるいは大きく

摩耗していないこと。

カップリングゴムの摩耗
－ － Ｅ

摩耗
－ － Ｅ － － Ｍ

摩耗していないこと。

Ｈ
カップリングボルト・ナットが緩ん
でないこと。

芯ずれ・面ぶれが許容値以内で
あること。

締り具合
－ － Ｈ － －

－ － － Ｍ

主
軸
及

び
軸
受

致

主軸及び軸継手全
般

芯出し
－ －

－ Ｈ

錆
－ － Ｅ － － Ｃ

異常な錆が発生していないこと。

本
体

致

ケーシング

点検窓がある場合

点検窓がある場合

基礎ボルト・ナット 締り具合
－ － － Ｈ

基礎ボルト・ナットに緩みがない

こと。

欠損
－ － － Ｅ

異常な欠損がないこと。

致

インペラ 腐食
－

点検窓がある場合

摩耗
－ － － － － Ｅ

水平度
－ － － Ｍ

運転に支障のないこと。

－ －

水抜き弁

Ａ － Ａ － － －

ケーシングを主体とする本体

振動（振幅）
－ Ｈ （Ｍ） － － Ｍ

異常な振動が発生していないこ

と。

特に寒冷地においては非出水
期に入った時点でケーシング内
部の水抜きが完全になされたか

確認する。

－ －

－ －

－ － Ｅ
異常な腐食がないこと。

異常な摩耗がないこと。

異常、損傷
Ｅ Ｅ

塗装
－ － Ｅ － － Ｘ

異常音
－ Ｓ （Ｓ） Ｓ －

塗装の剥離や劣化のないこと。

全

般

主ポンプ全般 異常及び損傷がないこと。

判定方法
※3

点検結果

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

Ｓ
異常音がないこと。

摘　　要

装
置

・
機
器

の
特

性

定期点検 運

転

時

点

検

臨

時

点

検

定

期

整

備

傾

向

管

理

月点検

装

置

区

分

※1

点検部位 機器コード 点検項目

点　検　方　法　※2

年

点

検

目視
点検

管理

運転
点検

※4

番号（号機）

×
現在、機器・部品の機能に支障が生じており、緊急に対応（修繕・取替・更新）が必要
である。

施設名 機器名 機種形式

Ｄ 動作確認 Ｓ 聴診 － 点検対象外

目視

Ａ 調整 Ｍ 測定 Ｔ 増締 Ｈ 指触

△
現在、機器・部品の機能に支障は生じていないが、早急に対策を講じないと数年のう
ちに支障が生じる恐れがある。Ｘ 交換 Ｃ 清掃 Ｗ 分解 Ｅ

致 致命的な影響のある機器・部品
◯

正常であり現在支障は生じていない。もしくは、通常の保全において十分な信頼性が
確保できている。 ◯

測定値をグラフ化し管理

基準値と比較確認する
項目※2　点検・整備方法（（　）書きは運転時実施）

※1　装置・機器の特性 ※3　点検結果の判定基準 ※4　傾　向　管　理

点検区分 年点検 点検実施日
2　主ポンプ設備
2－2　横軸ポンプ

設備区分 レベルⅠ 稼働形態 待機系設備

施工業者名 作業責任者

点検結果⼊⼒

様式ダウンロード

点検結果の登録

維持管理評価
データベース

点検結果を
データベースへ登録

様式は国⼟交通省の
点検チェックシートに

準拠
【登録内容】
・装置・機器・部品
・致命／⾮致命
・予算計画の費⽤
・点検結果
・優先度評価
・⻑寿命化計画 等

点検結果をシステムに一括登録し優先度評価する事で複数施設の調整作業を容易に

優先度評価

　本システムでは、国土交通省の点検チェックシートに準拠した点検様式（Excelファイル）に点検結果を入力することで、
システムへの一括登録を可能としました。点検結果の一括登録後、システムが自動で優先度評価を行います。システム

で優先度評価を実施することで、複数施設間の調整作業が容易となります。



◆⻑寿命化計画管理

平準化
アルゴリズム

⻑寿命化計画（変更前） ⻑寿命化計画（変更後）

▼１０億円
▼５億円

条件⼊⼒

【⼊⼒条件】
・計画年数
・年度最⼤予算
・許容⾦額
・最⼤先送り年数 等

★システムで⾃動処理
★任意の条件で⻑寿命化計画のシミュレーションが可能

長寿命化計画を時点修正する際の調整作業負担を軽減

施設毎の劣化状況を検討する際に客観的に判定

◆維持管理ツール

傾向管理画⾯

傾向管理データの表⽰
・電動機電流・電圧値
・電動機振動値
・ポンプ温度 等

劣化予測画⾯

点検結果の経年変化をグラフ化し、
将来的な劣化を予測

◆河川⽤ゲート設備点検・整備・更新マニュアル（案）（平成27年3⽉）国⼟交通省
◆河川⽤ゲート設備点検・整備標準要領（案）・点検整備チェックシート（平成28年3⽉）国⼟交通省
◆河川ポンプ設備点検・整備・更新マニュアル（案）（平成27年3⽉）国⼟交通省
◆河川ポンプ設備点検・整備標準要領（案）・点検整備チェックシート（平成28年3⽉）国⼟交通省

■準拠マニュアル・要領

　データベースに蓄積されている各種データを基に、システムで長寿命化計画の時点修正（自動処理）が可能です。
　長寿命化計画の時点修正にあたっては、システム画面で条件入力を可能としており、任意に条件を変更することで、

複数のシナリオを容易に検討できます。

　点検時に取得する各種点検データ（電流値、振動値、温度等）をシステムに登録することで、データの傾向管理や劣化

予測を可能としました。維持管理ツールを利用することで、施設の劣化状況を客観的に判定することができます。


